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●胎盤の構造

　治療の新青本の「妊娠時・授乳期」の項目です。血液胎盤関門の構造に
加え、妊娠時に禁忌な医薬品を確認しましょう。これらの知識を薬剤の分
布（胎児への移行性）とつなげることができます。

　病態・薬物治療学の出題例
＜横断的なアプローチ＞
　本設問は病態・薬物治療の肝硬変における検査値に関する出題ですが、生物
の知識をつなげることでアプローチが可能です。
　病態・薬物治療では肝硬変において肝機能が低下した際にどのような検査
値の異常が生じるかを把握することが重要となります。ベースとなる生物の
知識として、肝臓がどのような物質を産生し、代謝を行っているのかを確認
することにより、「正常→異常（疾患）」の変化を確認することが可能となり
ます。

問57　肝硬変で高値を示す検査値はどれか。１つ選べ。
１　血小板数
２　血清アルブミン濃度
３　血清総コレステロール濃度
４　血清γ-グロブリン濃度
５　血清コリンエステラーゼ活性

＜解答＞　４

　横断的なアプローチ（生物から治療へ）
●新青本※（生物）「肝臓の機能と特徴」より引用

●肝臓の構造

　生物で学修する正常な肝臓の機能は、アルブミン、コリンエステラーゼ、
αおよびβ-グロブリンなどのタンパク質、コレステロールなどの脂質の
合成です。肝硬変ではこれらの物質の合成ができなくため、血中濃度が低
下します。問題中のγ-グロブリンは主にBリンパ球で産生され、肝臓では
産生されないため、肝硬変時に血中濃度は低下しません。生物の知識を病
態・薬物治療の解法に生かしましょう。

　つなげて学修しやすい範囲とその対策
　具体例を提示したように、近年の薬剤師国家試験では各科目の知識だけでな
く、関連する科目の知識を活用することで正答を導くこと重要になっています。
以下に、つなげて学修しやすい範囲について例示します。皆さんが学修する上
での助力になれば幸いです。

　＜薬理＞
　薬理学では、薬物の作用機序と生体内の生理作用をつなげて考えること
が非常に重要です。また、薬物の構造式（化学）から作用機序を推定した
り、作用機序からどのような疾患（治療）に用いることができるか、どの
ような副作用（実務）が起こるかを考えることで、多くの科目とリンクさ
せていきましょう。
　＜薬剤＞

　薬物動態学では、ADMEは生物の機能形態学とつなげて臓器ごとに特徴
を考えるとよいです。また、遺伝的多形や疾患・加齢時の体内動態変動は、
治療のテーラーメイド医療関連にもつながります。製剤学では、各剤形の
定義・特徴を確認するとともに、実務の服薬指導や配合変化などにつなげ
ると実践問題対策になります。物理薬剤学では、物理で学んだ反応速度論
や酸と塩基などの基礎事項を、医薬品の安定性や溶解性につなげましょう。
　＜治療＞
　病態時の異常値を把握するためには正常な生体の機能に関する知識は不
可欠です。そのため、まずは正常な状態を生物の機能形態学から学び、そ
こから異常な状態である病態へとつなげて勉強することを心がけましょ
う。

　※引用：新出題基準に対応した第106回薬剤師国家試験対策参考書（新青本）は、
2019年秋にカラー版として発刊予定です。

注）胎児血は、絨毛内の胎児絨毛血管を流れており、絨毛は母体血で満たされた
絨毛間腔に突出している
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